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CAとMCAの処理のさわり
• これからお話しするCA、MCAは、どんな処理なのか簡単にみておきます。
• CAの事例

• データ：smoke
• CAのresult
• コードの詳細は、C01_1_CA_step1_smoke.Rmd　resultはhtml

• MCAの事例
• データ：taste_j 
• MCAのresult
• コードの詳細は、C02_1_C02_1_CA_MCA_Q16.Rmd　resultはhtml

• これらのresultの詳細は、追って説明していきます。



CAの事例 smoke
まずはさらっと！



データsmoke
• 入力するクロス表



CAの事例 職種と余暇
Clausen 1987=2015の第一章のデータ



• データ

対称マップ（行変数と列変数の同時付置）



MCAの事例 「嗜好データ」
Le Roux & Rouanet 2010=2021で事例として使われているデータ。この
データは、ベネット他（訳：磯他）『文化・階級・卓越化』で分析された
データのサブセット。
taste_J



• データの構成
• 行 個体（回答者 1〜1253）
• 列 変数



変数カテゴリマップ 個体マップ



まとめ
• 二元表が入力 -> 二つの空間が生成される
• 行空間/個体空間
• 列空間/変数（カテゴリ）空間

• 生成された空間の座標軸は主軸と呼ばれる
• 主軸技法

• 分析対象のデータの分散をもっとも多く体現するところに第1軸（dim1）をひく。
つぎに、この軸に直行する形で次にもっとも多く分散を体現する方向に第２軸を
引く（dim2）。こうして、dim3、dim4、dim…と引いていく。

• この軸は、各カテゴリポイントが影響をおよぼしている（寄与）。
• その影響の大きさを方向を踏まえて、軸の解釈を行う。



数理的な基礎の確認
• 入力するデータは、多次元行列。m行、n列。
• この行列の持っている情報（分散）を100%表現するには、mとｎの

小さい方から1を引いた次元の空間があれば可能。
• somoke　5x4 -> 4−1=3次元で100%表現
• 職種と余暇 10x6　->　6−1＝5次元あれば100%表現
• 嗜好データ 1215 x 29 -> 29−1=28次元あれば..

• こうした多次元行列を数学的な手法で体現する分散の大きさの順に
次元縮減する。

• それぞれの軸ごとに何パーセントの情報（分散）を体現しているのか、
で分析する次元を確定していきます。

• その仕組みを次にみていきましょう。
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